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第 1 章 本研究の背景と目的  
第 1 節 再確認傾向－対人関係の悪化を招く要因  
他者との関係の悪化は精神的健康にネガティブな影響を及ぼす












第 2 節 再確認傾向が精神的健康を悪化させるプロセス  
再確認傾向が精神的健康を悪化させるプロセスについて，従来の研究















第 3 節 Emotionships－感情制御のための対人ネットワ－ク利用  
第 2 節で述べたように，勝谷 (2006)は，再確認傾向者が示す対人的感
情制御について重要な示唆を与えているものの，方法論上の課題がある。
この点を解決するために，本研究では Emotionships に着目した。Cheung, 
Gardner, & Anderson(2014)は，人々が様々な感情の制御を行う際に利用す
る，対人ネットワークの量的・構造的側面を Emotionships と呼んだ。









ている感覚や拒絶への敏感さが強い (Hames, Chiurliza, Podlogar, Smith, 














からの拒絶という否定的で直接的な反応に着目しており (e.g., Evraire & 





















ば，Emotionships が低まることが予想される。  
第 5 節 本研究の目的  






る (研究 2, 3)。さらに，再確認傾向が Emotionships を介して精神的健康






御が高いほど精神的健康が悪化することが予測される (仮説 3)。  
 
第 2 章 再確認傾向が精神的健康に影響を及ぼすプロセスの検討  
第 1 節 再確認傾向と精神的健康の関係性についての検討 (研究 1) 
5 
先行研究では，再確認傾向が後の抑うつに影響を及ぼすことが示され
ている (Joiner & Metalsky, 2001)。しかし，再確認傾向は同時点の抑うつ
と正の相関が一貫して認められており，抑うつが単に後の抑うつを予測
している可能性もある。研究 1 はこの点について検証する。  
方法  
参加者 大学生 102 名(女性 62 名 ; 平均年齢 19.8 歳) 
手続き 一斉教示・個別回答による質問紙調査を 2 回実施した。第一
回調査 (Time1)の 3 週間後，第二回調査 (Time2)を実施した。測定指標は













Time 1 の再確認傾向から Time 2 の抑うつへのパスは，Time 1 の抑うつ
の影響を統制してもなお有意であった (β=.15, p< .05)。一方，Time 1 の抑




第 2 節 再確認傾向と Emotionships，精神的健康の関連 (研究 2) 
勝谷 (2006)と Cheung et al.(2014)より，再確認傾向の高い者は，感情制
御時に幅広い対人ネットワ－クを利用しない結果として，精神的健康度
が低まることが予測される。研究 2 は，この点について検討する。  
方法  
参加者 私立大学の大学生 56 名 (女性 29 名 ; 平均年齢 20.1 歳 ) 
手続き 一斉教示・個別回答による質問紙調査を実施した。測定指標
は，1)Emotioinships，2)抑うつ (島・鹿野・北村・浅井 , 1985)，3)主観的
幸福感 (大石 , 2009)，4)再確認傾向 (勝谷 , 2004)，であった。  
Emotionships は，Cheung et al.(2014)の手続きに沿って測定した。7 つ






Emotionships(重複あり )，b)ネットワ－クの人数 (重複なし )として算出し
た。次に 7 つの感情制御シナリオの中で，1 人以上の他者が挙げられた
シナリオ数を，c)感情領域の広さ，とした。また Total Emotionships を感
***
 p  < .001, 
*


























なパスを削除したモデルで十分な適合度が認められた (Figure 2)。  
 
再確認行動は，Total Emotionships と負の関連を示し (β=－ .23, p<.10)，
さらに Total Emotionships は主観的幸福感と正の関連を示した (β=.25, 
p<.10)。一方で，抑うつと Emotionships との有意な関連は認められず，




Figure 2. 再確認傾向，Emotionships, 精神的健康の関連の構造
　　　   方程式モデリング
***
p < .001, 
**
p < .01, 
*
p < .05, 
†
p < .10


















第 3 節 重要他者の特性の調整効果 (研究 3) 
研究 2 より，再確認行動の高い者は，感情制御のために利用する対人
資源が少ないことで，主観的幸福感が低下することが示唆された。研究
3 では重要他者の特性がこのプロセスに及ぼす影響について検討する。  
方法  
参加者 国公立大学の大学生 118 名 (女性 38 名 ; 平均年齢 19.6 歳 )  
手続き 十分な回答時間を確保するため，実験室に 1‐4 名までの参
加者を集め，3 つの質問紙に回答するよう求めた。質問紙 1 では，1)主
観的幸福感 (大石 , 2009)，2)再確認傾向 (勝谷 , 2004)，3)抑うつ (島他 , 1985)
を測定した。質問紙 2 では，研究 2 と同様の手続きで Emotionships を測
定した。質問紙 3 では，質問紙 2 で挙げた他者の中で最も重要な人物を
一人想起させた。その後，a)社会的自己制御 (原田他 , 2008)，b)状況的自





(β=－ .03, SE=0.02, 95%CI= [－ .10, － .00])。再確認行動が高いほどネット
ワ－クの人数が少なく (β=－ .14, p<.05)，ネットワ－クの人数が少ないほ








主観的幸福感に正の影響を及ぼした (Figure 3-a)。  
 












第 3 章 総合考察  




 p  < .01, 
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-.31* → -.10 
10 
行うことであった。3 つの研究を通して，仮説 1 は支持され，仮説 2 お
よび仮説 3 も概ね支持された。本研究の意義は，再確認傾向と精神的健
康の関係性を検証し (研究 1)，感情制御における対人的資源の観点から，
この関係が説明できることを示した点 (研究  2, 3)，そして個性を容認し
てくれる重要他者が，再確認傾向の精神的健康に及ぼす悪影響を緩和す






研究 2・3 を通して，Emotionships と抑うつの間に有意な関連は認めら
れなかった。抑うつは，重要他者からの拒絶を含む対人的ストレスイベ
ントとの間に強い関連があることが示されている (Magaro & Weisz, 2006)。
再確認傾向から抑うつへの直接パスが認められた背景には，重要他者か
らの拒絶が媒介している可能性がある (Stewart & Harkness, 2015)。今後，
再確認傾向が精神的健康の肯定的な側面と否定的な側面に影響を及ぼす
過程が異なる可能性について，検証することが必要と考えられる。  
第 2 節 今後の課題  
本研究の課題は，まず，拒絶への敏感さや周囲への負担感を測定して
いない点である。今後はこれらの指標と Emotionships の関連を検討して
いく必要があるだろう。次に，研究 2 と 3 における Emotionships と他の
変数との関連パターンの違いである。この違いは，重要他者の特性の調
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